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2023年度名古屋大学学生論文コンテスト結果発表

佳　作 「名古屋大学での空き時間における
　　　　　　低年次学生の居場所の実態と理想」　　文学部1年　藤井　和奏さん
佳　作 「総合型地域スポーツクラブの
　　　　　活動の柔軟性と機能についての研究」 文学部3年　堀　　聡音さん
佳　作 「社会の繋がりとしての化粧役割 
　　　　　－働く女性の化粧規範に着目して－」 文学部２年　山元　隆雅さん

佳　作 「日本におけるクマと人間の関わり」 文学部２年　日下部亜虹さん

2023年度は4名に賞が贈られました。
受賞者の論文は名古屋大学学術機関リポジトリにて近日公開の予定です。

　
　
　
　
　 

へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
W
E
B
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 
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近
年
、日
本
で
は
「
博
士
離
れ
」
が

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
（
博
士
課
程
へ

の
修
士
学
生
の
進
学
率
は
1
9
8
1

年
度
18
・
7
％
、2
0
2
1
年
度
9
・

7
％
）。し
か
し
こ
の
20
年
間
に
修
士

学
生
は
4
・
68
倍
に
増
加
し
、修
士

課
程
か
ら
博
士
課
程
へ
の
進
学
数
も

2
・
42
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。大

学
院
生
の
増
加
と
同
時
に
、社
会
人

学
生
や
留
学
生
の
増
加
な
ど
大
学
院

生
の
構
成
変
化
や
多
様
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。他
方
で
科
学
技
術
指
標
を

見
る
と
、博
士
号
取
得
者
数
が
停
滞
・

減
少
し
て
い
る
の
は
主
要
国
の
中
で

日
本
だ
け
で
す
。こ
の
対
策
と
し
て
、

文
部
科
学
省
は
、博
士
の
数
を

2
0
4
0
年
に
現
在
の
3
倍
に
す
る

計
画
（「
博
士
人
材
活
躍
プ
ラ
ン
〜
博

士
を
と
ろ
う
〜
」）を
2
0
2
4
年
3

月
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

修
士
学
生
が
博
士
課
程
へ
の
進
学

を
思
い
と
ど
ま
る
主
な
理
由
は
二
つ

あ
り
ま
し
た
。一つ
は
博
士
学
生
に
対

す
る
経
済
支
援
の
少
な
さ
で
す
。こ

の
点
は
博
士
学
生
に
対
す
る
国
か
ら

の
手
厚
い
支
援
が
2
0
2
1
年
度
よ

り
始
ま
り
、か
な
り
緩
和
さ
れ
ま
し

た
。も
う
一
つ
の
理
由
は
就
職
で
す
。

特
に
理
工
学
系
博
士
の
有
望
な
就
職

先
と
し
て
は
産
業
界
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、修
士
課
程
修
了
後
に
民
間
企

業
に
就
職
し
た
ほ
う
が
確
実
か
つ
有

利
だ
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
発
表
さ
れ
た
大

西
・
長
岡
の
論
文
で
は
、日
本
の
民

間
企
業
で
働
く
博
士
の
研
究
生
産

性
（
特
許
数
や
論
文
の
被
引
用
数
）

の
高
さ
を
結
論
付
け
て
い
ま
す
。で

は
な
ぜ
、日
本
の
民
間
企
業
は
多
く

の
博
士
を
雇
わ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。論
文
で
は
、例
え
ば
企
業
で
は
博

士
の
研
究
生
産
性
の
み
が
重
視
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
く
調
整
や
管
理
な
ど

多
様
な
能
力
が
求
め
ら
れ
る
た
め
で

は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、変
化
の
兆
し
は
あ
り
ま

す
。日
本
の
民
間
企
業
に
お
い
て
博

士
は
未
だ
に
少
数
派
で
す
が
、他
の

社
員
に
な
い
人
的
リ
ソ
ー
ス
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、新
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
提
供
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

中
で
海
外
企
業
か
ら
は
博
士
号
が
一

目
置
か
れ
る
な
ど
の
価
値
が
見
出
さ

れ
て
い
ま
す（
篠
田
・
鐘
ヶ
江
・
岡
本
，

2
0
1
4
）。

　
一
方
、日
本
の
民
間
企
業
で
働
く
博

士
に
つ
い
て
は
、分
か
ら
な
い
こ
と

も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば

待
遇
で
す
。統
計
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、博
士
と
修
士
の
双
方
を

含
む
大
学
院
修
了
者
の
賃
金
プ
レ
ミ

ア
ム
（
大
学
院
修
了
に
よ
る
賃
金
の

上
乗
せ
分
）
の
存
在
は
複
数
の
研
究

に
よ
っ
て
結
論
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
経
団
連
が
2
0
2
4
年
2

月
に
発
表
し
た
調
査
結
果
に
よ
る

と
、博
士
特
有
の
賃
金
体
系
を
持
つ

の
は
企
業
の
約
1
割
に
と
ど
ま
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。博
士
が
賃
金

プ
レ
ミ
ア
ム
に
敏
感
か
ど
う
か
は
議

論
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、敏
感
で

あ
ろ
う
多
数
の
修
士
学
生
に
博
士
課

程
進
学
を
促
す
た
め
に
も
、賃
金
体

系
の
決
定
背
景
や
動
向
の
把
握
が
必

要
で
す
。も
っ
と
も
賃
金
プ
レ
ミ
ア

ム
が
無
く
て
も
、博
士
の
民
間
企
業

で
の
活
躍
が
想
定
さ
れ
ま
す
。そ
の

場
合
、活
躍
の
場
は
研
究
開
発
に
留

ま
ら
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
A
G
C
代
表
取
締
役
兼
社

長
執
行
役
員
C
E
O
の
平
井
良
典

博
士
な
ど
の
よ
う
に
経
営
に
携
わ
る

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。で
は
企
業

で
働
く
博
士
は
ど
の
よ
う
な
場
で
活

躍
し
、そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

社
会
で
の
活
躍
に
影
響
す
る
の
は

大
学
の
成
績
な
ど
で
は
な
く
、学
び

続
け
る
姿
勢
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。い
わ
ゆ
る
「
学
び
習
慣
仮
説
」
で

す
。A
I
の
台
頭
な
ど
に
よ
る
変
化

の
激
し
い
時
代
に
専
門
家
が
第
一
線

で
働
く
た
め
に
は
学
び
続
け
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。博
士
は
知
的
好
奇
心

を
持
ち
専
門
的
な
探
究
に
長
け
て
い

る
た
め
、企
業
で
働
く
博
士
も
学
び

続
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ

れ
は
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
、他
の

社
員
と
異
な
る
の
か
否
か
、興
味
深

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

博
士
の
仕
事
満
足
度
を
国
際
的
な

文
献
か
ら
調
査
し
たY

ang
 and 

Fum
asoli

（2
0
2
4

）
に
よ
る
と
、

ア
カ
デ
ミ
ア
で
働
く
博
士
に
比
べ

て
、企
業
な
ど
の
ア
カ
デ
ミ
ア
以
外

で
働
く
博
士
の
満
足
度
の
高
さ
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
高
賃
金
と

安
定
し
た
雇
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

日
本
の
企
業
で
働
く
博
士
は
大
学
等

で
働
く
博
士
に
比
べ
て
、そ
の
仕
事

に
満
足
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

他
方
で
、民
間
企
業
か
ら
大
学
院

教
育
へ
の
ま
な
ざ
し
に
は
厳
し
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。前
述
の
篠
田
ら
の

調
査
結
果
に
よ
る
と
、博
士
や
修
士

の
レ
ベ
ル
が
落
ち
て
き
て
い
る
印
象

を
持
た
れ
て
お
り
、能
力
の
底
上
げ

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。博
士
の
増
加

や
多
様
化
に
は
そ
れ
に
見
合
う
教
育

環
境
の
整
備
が
必
要
で
す
。社
会
人

学
生
や
留
学
生
も
含
め
て
、博
士
学

生
が
安
心
し
て
学
べ
る
シ
ス
テ
ム
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

同
じ
問
題
意
識
を
持
つ
方
々
と
共
に

調
査
研
究
を
進
め
、博
士
エ
コ
シ
ス
テ

ム
を
引
き
続
き
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
真
紀
）

日
本
の
博
士
エ
コ
シ
ス
テ
ム

（
博
士
と
共
栄
す
る
社
会
）を
考
え
る

高等教育研究センター
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私費留学生が集う大学
グラフで見る名大生 [21]

日本の大学における外国人留学生には大きく分けて2種類あります。日本国政府（文部
科学省）の奨学金を受給する「国費留学生」と、それ以外の「私費留学生」です。「国費
留学生」数はここ20年間9千人前後と一定ですが、2020年を目途とした「留学生30
万人計画」（2008年策定）以降、「私費留学生」数は増加し、2019年には外国人留学
生総数が31万人を超えました。新型コロナ禍の2022年には23万人に減少していま
すが、ふたたびの増加が見こまれる状況にあります。
「私費留学生」数の伸びが昨今の政策課題や大学の戦略と結びつくなか、名古屋大学
は「私費留学生」の留学先に選ばれているのでしょうか。「私費留学生」数と外国人留学
生総数に占める割合とをグラフに表しました。2023年とコロナ禍直前の2019年、
2015年の３時点を示しています。比較のため、ほかの国立６大学（北海道大学、東北
大学、東京大学、京都大学、大阪大学、九州大学）平均も掲載しています。
名古屋大学では、３時点すべてにおいて、6大学平均よりも私費留学生の数が多く、総
数に占める割合も高いことがわかります。とくに私費留学生の割合は6大学平均よりも
10ポイント以上高くなっています。また、名古屋大学における2023年の私費留学生
数（420名、73 .9％）は新型コロナ禍前の2019年（394名、
72.4％）より多く、すでに回復基調にあるように見えます。
上記大学に加えてその他の大学の状況や大学院の状況も確認できるグ
ラフを作成しましたので（https ://web .cshe .nagoya-u .ac . -
jp/research/ir/14/）、ぜひご覧ください。　　　　　 （松本みゆき）

【データ】大学改革支援・学位授与機構「大学基本情報」
（https://portal.niad.ac.jp/ptrt/table.html）の11go_gkssuを加工して作成。

私
費
留
学
生
割
合

私費留学生数（名）

https://web.cshe.nagoya-u.ac.jp/research/ir/14/
https://portal.niad.ac.jp/ptrt/table.html
https://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-DP111-FullJ.pdf
https://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1111/hequ.12490
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名古屋大学高等教育研究センターセンター長

教授

准教授

准教授

助教

研究員

北　 栄輔

加藤 真紀

安部 有紀子

安田 淳一郎

齋藤 芳子

東岡 達也

〔 情報学、機械工学、計算科学 〕

〔 高等教育学、国際人口移動、知識創造 〕

〔 高等教育マネジメント、学生支援 〕

〔 高等教育学、学習評価、物理教育研究 〕

〔 科学技術社会論 〕

〔 高等教育論 〕

特任准教授

特任准教授

特任助教

客員

松本 みゆき

和嶋 雄一郎

竹永 啓悟

〔 産業・組織心理学、キャリア発達論 〕

〔 教学IR、知識工学、認知科学 〕

〔 高等教育論 〕

Kinjal Vijay Ahir

伏木田 稚子

戸村 理

梅崎 修

（インド サルダール・パテル大学）

（東京都立大学大学教育センター）

（東北大学高度教養教育・学生支援機構）

（法政大学キャリアデザイン学部）

高等教育研究センタースタッフ（2024年4月現在〔　〕内は専門領域）

高等教育にまつわる用語集

［２］
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

　本書は科学を生命になぞらえて、その性質と意味
づけを明快に語るエッセイです。著者によれば、科学
は生命と同じく常に世界に開かれ、批判という淘汰圧
に晒されて、発展する不完全なものである。また科学
は批判や反論を受けいれる姿勢、それを受けて修正
を繰り返す可塑性を持ち続けること、それこそが非
科学と一線を画する科学の性質であるといいます。

　後半では、高等教育に対する憂いが描かれます。
研究者の現状の暗闇を作り出しているのは、選択と
集中といった「淘汰圧」の行き過ぎと、「他者から評価
されること」を第一義にするシステムの支配であると
著者はいいます。そのなかで、研究者の選択や価値
観、研究の方向性は大きく影響を受け、それが科学
研究の衰退へ拍車をかけているというのです。した

がって、研究者としての生存戦略は、システムの中で
よりよく評価され、競争的資金を調達することになり
ます。そうした環境では科学の発展に寄与したいと
いう研究者の純粋な欲求は損なわれ、他者の批判を
受けいれる科学的な姿勢すら、持ち得ないかもしれ
ません。
　「科学には伽藍ではなく、バザールが似合う。権威
ではなく、個々の自由な集合体なのだ。」（p.86）と著
者は述べます。個々の研究者が科学的な姿勢を貫く
限りにおいて、健全な批判と修正が自由闊達に行われ
る、そんな大学の空間をつくっていきたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　　  （竹永啓悟）

名古屋大学高等教育研究センター　ニューズレター第86号　2024年4月発行

中屋敷均 著
講談社現代新書　2019年

『科学と非科学  その正体を探る』

　大学生が参加するインターンシップとは、学生が自らの専門分野や
将来に見据えているキャリアに関連して、就労体験を行うものを指し
ます。大学の関わりの程度や、期間、内容などが異なる、多種多様なも
のがあります。旧来は、企業等が個別に実施するプログラムに学生が
自主的に参加していましたが、近年は、大学が正課内外にプログラム
をもち、事前準備や振り返りを含めることが増えてきました。行き先は
企業に限らず、教師希望の学生が学校現場に一定期間参加する教育
インターンシップのように、さまざまな形があります。また、2025年
春の新卒者からは採用に直結させるインターンシッププログラムも認
められます。
　インターンシップには、学生に高い就業意識をもたせたり主体的な
職業選択を促したりするキャリア教育としての意義や、企業側に即戦
力となる人材を供給できるようになるメリットが期待されます。さら
に、アカデミックな教育研究と社会における実体験とが結びつくこと
で学生に新たな学習意欲が芽生えたり、産業界と大学界の互いの理
解が増進されたりすると目されています。一方で、単に企業等に学生
を送りこんでも学習効果は見込めず、大学側と企業等側での綿密な
プログラム設計と学生へのサポートが必要であるとされています。
　大学院学生には、企業や公的機関において研究開発に携わること
のできる、研究インターンシップがあります。学部生のものに比べると
長期にわたることが多いのが特徴です。ちなみに名古屋大学では、工
学研究科が2005年度から取り組みをはじめ、派遣期間を集中的に
も分散的にも設定できるといった柔軟性を持たせるなど、さまざまな
工夫と知見を積み重ねています。
　2021年に文部科学省は「ジョブ型研究インターンシップ」の枠組
みを提示しました。大学院生が国内企業で長期間・有給の研究イン
ターンシップに参加し、その評価を受けて、単位を修得する制度です。
社会ニーズに即した大学院教育の提供はもとより、大学院生への経済
支援、ジョブ型採用をみすえての実践力涵養、学修成果を活用しての
採用選考などを目的にしており、受入企業による評価は当該企業が採
用選考に用いることができます。
　変革期のインターンシップにおいて、教育課程におけるインターン
シップの意義・意味を見失うことなく、豊かな経験の場としていくこと
がより重要性を増しています。　　　　　　　　　　　 （齋藤芳子）
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「
2
0
2
4
年
2
月
に
完
全
に

対
面
授
業
に
戻
っ
た
米
国
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
大
学
に
実
地
調
査
に
赴
き

ま
し
た
。今
回
の
渡
米
の
目
的
は

コ
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
学
生
の
学
習
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
正
課
教
育
と
学
生

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
融
合
さ
せ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
調
査
で
す
。総
勢

10
名
に
及
ぶ
教
職
員
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
最
後
は
同
じ
質
問
で
締

め
括
ら
れ
ま
し
た
。

　

―
コ
ロ
ナ
禍
後
、学
生
の
変
化

は
何
か
感
じ
ま
す
か
。

　

こ
の
質
問
に
対
し
て
、全
員
か

ら「
変
化
が
あ
っ
た
」と
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。一
つ
は
、メ
ジ
ャ
ー（
主

専
攻
）の
勉
強
に
集
中
す
る
傾
向

が
強
く
な
っ
た
こ
と
。そ
し
て
も
う

一つ
は
他
者
と
の
関
わ
り
を
苦
手
と

す
る「
シ
ャ
イ
で
臆
病
な
学
生
」が

増
え
た
と
実
感
し
て
い
る
こ
と
で

し
た
。こ
の
よ
う
な
学
生
の
変
化

の
背
景
に
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
や

S
N
S
へ
依
存
や
、親
や
社
会
か

ら
の「
良
い
企
業
へ
の
就
職
の
た
め

に
備
え
る
」と
い
う
外
圧
の
強
ま

り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
誌
「
か
わ
ら
ば
ん
」
83
号

（
2
0
2
3
年
7
月
発
行
）の
書
籍

『
傷
つ
き
や
す
い
ア
メ
リ
カ
の
大
学

生
た
ち
』の
紹
介
で
も
、S
N
S
に

依
存
し
た
Z
世
代
の
大
学
生
の
特

徴
が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
回

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
、コ
ロ
ナ
禍

で
高
校
生
活
を
経
験
し
て
き
た
低

年
次
学
生
は
、効
率
よ
く
将
来
の

希
望
に
真
っ
直
ぐ
に
向
か
う
傾
向

が
窺
え
ま
し
た
。

　

で
は
、こ
の
よ
う
な
学
生
の
変

化
に
対
し
て
、学
生
の
教
育
を
担

う
私
た
ち
教
職
員
に
は
何
が
で
き

る
の
で
し
ょ
う
か
。メ
リ
ー
ラ
ン
ド

大
学
で
は
、全
新
入
生
の
15
％
を

占
め
る
約
1
，0
0
0
名
の
学
生

を
２
年
間
の
コ・カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
と
招
待
し
、生
活
と
学

問
を
往
還
さ
せ
な
が
ら
、成
長
を

促
す
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
。プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、メ
ジ
ャ
ー
と
は
異
な

る
授
業
科
目
群
や
課
外
活
動
へ
の

参
加
を
と
お
し
て
、学
生
が
多
様

な
視
点
か
ら
論
理
的
に
考
え
る
こ

と
を
促
し
て
い
き
ま
す
。2
年
次

に
は
、1
〜
3
単
位
の「
実
践
ス
キ

ル
科
目
」が
設
定
さ
れ
お
り
、イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー

ニ
ン
グ
、研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、留

学
な
ど
の
中
か
ら
学
生
は
自
由
に

選
択
が
で
き
ま
す
。し
か
し
コ
ロ

ナ
禍
が
明
け
て
久
し
ぶ
り
に
実
施

さ
れ
た「
実
践
ス
キ
ル
科
目
」で
、

80
％
の
学
生
が
選
ん
だ
の
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

大
学
と
し
て
は
留
学
や
サ
ー
ビ
ス

ラ
ー
ニ
ン
グ
に
も
っ
と
多
く
の
学

生
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、学
生
の
変
化
は

私
た
ち
が
想
定
し
て
い
る
以
上
に

手
強
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

　
　
　
　
　
　

   

（
安
部
有
紀
子
）

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
変
わ
り
ゆ
く
米
国
の
大
学
生

センターによる各種セミナーや新刊などの情報をメールでお知らせしています。
本サービスへのご登録は、センターWEBページの「情報配信サービス登録は
こちら」よりお申込ください。

https://forms.office.com/r/PgyyCQUT3P
https://web.cshe.nagoya-u.ac.jp/



